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AWS Black Belt Online Seminarとは

2

• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、
アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWS の技術担当者が、 AWS の各サービスやソリューションについてテーマ
ごとに動画を公開します

• 以下の URL より、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY

ご感想は X (Twitter) へ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点
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• 本資料では資料作成時点のサービス内容および価格についてご説明しています。
AWS のサービスは常にアップデートを続けているため、最新の情報は AWS 公式
ウェブサイト (https://aws.amazon.com/) にてご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格と AWS 公式ウェブサイト記載
の価格に相違があった場合、AWS 公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただき
ます

• 価格は税抜表記となっています。⽇本居住者のお客様には別途消費税をご請求させて
いただきます

• 技術的な内容に関しましては、有料の AWS サポート窓⼝へお問い合わせください

• 料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください (マネジメントコンソールへのログインが必要です) 

https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home
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⾃⼰紹介

名前︓⽇平 ⼤樹（Hibira Taiki）
所属︓アマゾン ウェブ サービス ジャパン

技術⽀援本部
テクニカルアカウントマネージャー

経歴︓HRシステム や 不動産業務 SaaS の開発

好きなAWSサービス︓Amazon CloudWatch シリーズ
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本セミナーの対象者

• 機能フラグを使い、⼀部のユーザーのみ新機能を利⽤できるようにするこ
とで、安全にローンチしたい⽅

• A/B テストを実施し、より効果的な機能を定量的に判断したい⽅

5
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アジェンダ
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1. Amazon CloudWatch の全体像と Application Monitoring 

2. Amazon CloudWatch Evidently とは

3. Amazon CloudWatch Evidentl - プロジェクト

4. Amazon CloudWatch Evidently - 機能

5. Amazon CloudWatch Evidently - 起動（機能フラグ）

6. Amazon CloudWatch Evidently - 実験（A/Bテスト）

7. Amazon CloudWatch Evidently の連携サービス

8. Amazon CloudWatch Evidently の注意事項、料⾦

9. まとめ
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Amazon CloudWatch の全体像と
Application Monitoring 

7
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エンドユーザーエクスペリエンスの重要性
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アプリケーションのエンドユーザー (またはデジタル) エクスペリエンスが悪い
と、評判、収益、定着率などのビジネスに悪影響を及ぼします。

エンドツーエンドのアプリケーション パフォーマンスを監視する必要があり、
統合されたオブザーバビリティツールが必要です。

70% のカスタマーが、ページ速度が「オンライン⼩売業者からの購⼊意欲に影響
する」と答えています。

Unbounce report 2019

https://unbounce.com/page-speed-report/
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エンドユーザーエクスペリエンスを提供するには
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優れた 体験を
⼀貫して 提供

観測 ユーザーが⾒ているものを確認
• 断続的な問題を把握
• 問題がいつ発⽣したかを確認

調査 デバッグの可視化
• パフォーマンスの問題を発⾒

• 分散アプリケーションの対応

対応 フィードバックサイクルの短縮
• 顧客への影響を最⼩限に抑える
• 問題の修正/ロールバックの実施

検証 新機能のリスクを軽減
• 監視機能付きの制御されたローンチ
• 実験してベストを選択する
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エンドユーザーエクスペリエンスを提供するには

10

優れた 顧客体を
⼀貫して 提供

観測 ユーザーが⾒ているものを確認
• 断続的な問題を把握
• 問題がいつ発⽣したかを確認

調査 デバッグの可視化
• パフォーマンスの問題を発⾒

• 分散アプリケーションの対応

対応 フィードバックサイクルの短縮
• 顧客への影響を最⼩限に抑える
• 問題の修正/ロールバックの実施

検証 新機能のリスクを軽減
• 監視機能付きの制御されたローンチ
• 実験してベストを選択する

従来のメトリクスやログの監視では不⼗分
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[アラーム]
CW Alarms

[イベント]

[メトリクス]
CW Metrics

[ログ]
CW Logs

[ログ分析] 
CW Logs Insights

[統合]
CW Dashboards

メトリクスを送信

ログを送信

メトリクスに応じた
アクション

ログの可視化

イベントに応じた
ターゲットによる処理

Amazon CloudWatchの全体像

[タグベースの視覚化]
CW Metrics Explorer

Amazon Kinesis
Data Firehose

[メトリクスストリーム]
CW Metrics Stream

Amazon EventBridge/
Amazon EventBridge

Scheduler ※CW = CloudWatch

AWSサービス

オンプレミス/EC2

CW Agent

CW Metrics Insight
[リアルタイムメトリクス分析]

Insights

Application Monitoring

[構造化ログによるメトリクス] 
CW Container Insights / Contributor Insights
[Lambda拡張機能によるメトリクス]
Lambda Insights
[アプリケーションコンポーネントのメトリクス]
Application Insights

[外形監視] 
CW  Synthetics
[リアルユーザーモニタリング]
CW RUM
[フィーチャーフラグA／Bテスト]
CW Evidently

［インターネット監視］
CW Internet Monitor

[トレース]
CW ServiceLens

[ダッシュボードに統合]
CW Dashboard

メトリクスの
可視化

パートナー
サービス、
S3/Redshift

Infrastructure
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Application Monitoring サービス

Amazon CloudWatch Internet Monitor
• アプリケーションとエンドユーザー間のインターネットの問題を可視化

Amazon CloudWatch Real-user monitoring (RUM)
• Web アプリケーションのパフォーマンスに関するクライアント側のデータをニアリアルタイムで収集

Amazon CloudWatch Evidently
• A/B テストを実施し、エビデンスとデータに基づいて機能の設計を決定可能

Amazon CloudWatch ServiceLens
• トレース、メトリクス、ログ、アラーム、および他のリソースヘルス情報を統合し、サービスとアプリ

ケーションの監視性を強化

Amazon CloudWatch Synthetics (canaries)
• アプリケーションのエンドポイントを継続的に監視
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Amazon CloudWatch Evidentlyとは

13
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ビジネスを安全に加速
機 能 は 本 当 に 優 れ て い ま す か ︖ ロ ー ン チ し て も 安 全 で す か ︖

イノベーションが加速し、より迅速
なローンチ・リリースが求められて
いる

ローンチによる意図しない結果

§ 予期しないユーザー⾏動

§ パフォーマンスの低下

Courtesy of CNCF Cloud Native Survey 2020

ユーザー体験の低下リスクが増加

https://www.cncf.io/wp-content/uploads/2020/11/CNCF_Survey_Report_2020.pdf
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ローンチリスクの管理

新機能がユーザー体験を低下させてないか
- 影響範囲のコントロール
- レスポンスタイムの計測
- エラー率の把握
- 離脱率の把握

新機能は本当に優れているのか
• 定量的・統計上の評価
• ユーザー体験の監視

機能フラグ や A/B テスト

トラフィック制御や
監視
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Amazon CloudWatch Evidently

Amazon CloudWatch Evidently はアプリケーション開発者が⼀般向けの機能をリリースする前
に、実験を⾏い、リスクを軽減し、意図しない結果を特定できるようにします。

安全な起動（機能フラグ・ダークローンチ）

意図しない結果を低減

実験（A/Bテスト）

データに基づいた判断

16
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Amazon CloudWatch Evidently - 構成例
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Evidently events

CloudWatch Logs

CloudWatch Evidently

CloudWatch Evidently 
feature evaluations

CloudWatch RUM

CloudWatch Metrics

Application

Performance & navigation 
RUM events

Users
Analyze data
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Amazon CloudWatch Evidently
- プロジェクト

18
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プロジェクト

ローンチ

フィーチャー
(long/double/string/bool)

フィーチャー
(long/double/string/bool)

Amazon CloudWatch Evidently – プロジェクト

CloudWatch Evidently

機能 (フィーチャー)
[long/double/string/bool]

Variation値
#1

Variation値
#2

Variation値
…

Variation値
#5

起動 (機能フラグ)
Variation
配分⽐

スケジュール
(期間)

ローンチ実験 (A/B テスト)
トラフィック

スプリット割合
成否判定⽤
メトリクス

Variation
配分⽐

追跡判定⽤
メトリクス

プロジェクト

プロジェクトは、リソースを論理的に
グループ化したものです。

CloudWatch Evidently を開始するには、
「機能」の「起動」または「実験」に対して、
「プロジェクト」を作成します。

セグメントセグメント
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Amazon CloudWatch Evidently – 評価イベントストレージ
Evidently イベントには次の 2 つのタイプがあります。

• 評価イベント
評価イベントは、ユーザーに表⽰される機能のバリエー
ションに関連しています。
Evidently が収集する評価イベントを Amazon S3 また
は CloudWatch Logs に保存するかどうかを選択します。

• カスタムイベント
カスタムイベントは、クリックやチェックアウトなどの
ユーザーアクションからメトリクスを⽣成するために使
⽤されます。
保存する場合は、アプリケーションコードを変更して、
Evidently 以外のストレージを選択して送信する必要が
あります。
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Amazon CloudWatch Evidently – セグメント
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セグメントとは、1 つまたは複数の特徴を共有する、
ユーザーのグループの⼀部分です。
例) Chrome ブラウザのユーザー、ヨーロッパのユーザー、ヨー
ロッパの Firefox ブラウザのユーザー、50歳以上、など

起動や実験でセグメントを使⽤すると、異なるユーザー
のグループに対して異なるトラフィック分割を定義でき
ます。
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Amazon CloudWatch Evidently
- 機能

22
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Amazon CloudWatch Evidently - 機能（フィーチャー）
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CloudWatch Evidently の「機能」は、起動(フィーチャーフラグ)する機能や実験(A/Bテスト)する機能を
表しています。
起動をスケジュールしたり、実験を開始する前に、機能を Evidently API でコード化して実装する必要があ
ります。
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Amazon CloudWatch Evidently - 機能のバリエーション
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1つの機能には最⼤ 5 つのバリエーションを追加でき
ます。
バリエーションを定義するときは、以下のバリエー
ションの型を選択する必要があります。
• ブール値
• 整数
• 倍精度浮動⼩数点数
• ⽂字列

デフォルトバリエーションは、他のバリエーションが
⽐較対象とするベースラインであり、この機能の起動
や実験に加わっていないユーザーに提供されるバリ
エーションでもあります。
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Amazon CloudWatch Evidently – 機能のコード化
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アプリケーションの機能をコード化し、Evidently 
API を使⽤してトリガーをセットアップします。

サンプルコードとして、JavaScrpit、Java、Python 
が提供されます。
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Amazon CloudWatch Evidently – 主なAPI

26

EvaluateFeature API
特定の 1 つのユーザーセッションに機能のバリエーションを割り当てます(割り当てイベント)。
Evidently は、同じ entityId と機能では、必ず同じバリエーションを割り当てます。
[パラメーター]
• project: プロジェクト
• feature: 機能
• entityId: ⼀意のユーザー（セッション ID、ユーザー ID、ハッシュなど）
• evaluationContext: ユーザーに関する追加情報を表す JSON オブジェクト。（オプション）

PutProjectEvents API
パフォーマンスイベントを Evidently に送信します。これらのイベント(データイベント)は、起動や実験の評価
に使⽤できます。

[パラメーター]
• project: プロジェクト
• events: Evidently に送信されるパフォーマンスデータを含む JSON 配列

• timestamp: イベントのタイムスタンプ
• type: イベントの種類

• aws.evidently.evaluation: ユーザーに表⽰される機能のバリエーションを決定する評価イベント
• aws.evidently.custom: クリックやチェックアウトなどのユーザーアクションからメトリクスを⽣成するカスタムイベント

• data: イベントデータ
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Amazon CloudWatch Evidently - オーバーライド
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特定のユーザーに常に特定のバリエー
ションが表⽰されるように指定するには、
「オーバーライド」を指定します。

ユーザー ID、アカウント ID、またはそ
の他の識別⼦を⼊⼒することで、その
ユーザーに表⽰されるバリエーションを
指定できます。

オーバーライドが割り当てられている
ユーザーのセッションは、起動または実
験メトリクスに寄与しません。
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Amazon CloudWatch Evidently - 評価ルール

28

CloudWatch Evidently コンソールを使⽤して、
機能の評価ルールが機能の現在の起動、実験、お
よびバリエーションに対象者トラフィックをどの
ように割り当てているかを確認できます。

① オーバーライド に指定したユーザーに、指定
したバリエーションが割り当てられます。

② 起動で指定したセグメントに対して、指定し
た割合でバリエーションが割り当てられます。

③ 実験で指定したセグメントに対して、指定し
た割合でバリエーションが割り当てられます。

④ 最後まで割り当てられなかったユーザーに対
しては、デフォルトのバリエーションが割り
当てられます。

オーバーライドルール

起動

実験

デフォルトのバリエーション

評価ルール

③

④

②

①
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Amazon CloudWatch Evidently
- 起動（機能フラグ・ダークローンチ）

29
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機能フラグ（フィーチャーフラグ）・ ダークローンチとは

30

機能の有効または無効を
コードのデプロイなしに⾏う
ソフトウェア開発⼿法

ローンチをモニタリングし、
意図しない結果の場合は
すぐに戻すことが可能

IF Flg

False

True



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

Amazon CloudWatch Evidently - 起動（機能フラグ・ダークローンチ）

ダイヤルアップ/
ダウントラフィック

スモールトラフィック モニタリングと制御

限定的なリリース 異常の視覚化

機能提供の停止

トラフィックの
コントロール

31
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Amazon CloudWatch Evidently - 起動のステップ
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機能の選択

起動設定

セグメントオーバーライド

起動スケジュール

メトリクスの指定

アラームの指定

モニタリングと分析
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Amazon CloudWatch Evidently – 機能の選択

機能は「既存の機能から選択」または 「新機
能を追加」のいずれかを選択します。

既存の機能を使⽤する場合は、その機能を「機
能名」で選択します。
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Amazon CloudWatch Evidently – 起動設定

34

オプション
起動をすぐに開始するか、後で開始する
ようにスケジュールするかを選択します。

トラフィックの設定
セグメントオーバーライドに⼀致しない
エンティティのトラフィック分割を指定
します。
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Amazon CloudWatch Evidently – セグメントオーバーライド
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セグメントオーバーライドでは、特定の
セグメントに⼀致するすべてのユーザー
に適⽤する起動設定を追加します。

複数のセグメントに属するユーザーは、
このリスト内で最初に⼀致するセグメン
ト設定に従って評価されます。画像の差し替え
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Amazon CloudWatch Evidently – 起動スケジュール
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起動をスケジュールする場合は、複数のステップを起動
に追加できます。

各ステップでは、バリエーションの提供に異なる割合を
使⽤できます。

1 つの起動には、最⼤ 5 つのステップを含めることが
できます。
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Amazon CloudWatch Evidently – メトリクスの指定(オプション)
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起動中に機能のパフォーマンスを追跡する
場合は、メトリクスを追加します。

メトリクスは、CloudWatch RUM メトリ
クスまたはカスタムメトリクスのいずれか
を使⽤できます。

カスタムメトリクスにおけるエンティティ 
IDはカスタムイベントにエンティティ ID 
を保存する JSON キーです。

エンティティ ID は EvaluateFeature API 
や PutProjectEvents API で使⽤される
entityId と同じである必要があります。
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Amazon CloudWatch Evidently – アラームの指定(オプション)

38

起動には 既存の CloudWatch アラームを
この起動に関連付けることができます。

起動にアラームを関連付ける場合、
CloudWatch Evidently がコンソールの起
動情報に正しいアラームを表⽰できるよう
にするために タグをアラームに追加する
必要があります。
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Amazon CloudWatch Evidently – モニタリングと分析

39

各バリエーションに割り当てられた
ユーザーセッションの数を時間の経
過とともに確認し、起動での各バリ
エーションのパフォーマンスメトリ
クスを表⽰できます。

画像の差し替え

指定したメトリクス(オプション)

各バリエーションに割り当てられ
たユーザーセッション数
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Amazon CloudWatch Evidently 
- 実験（A/B テスト）

40
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A/B テストとは

41

複数のバリエーションの応答を⽐較することで、
どちらがより効果的かを定量的に判断
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Amazon CloudWatch Evidently - 実験（A/B テスト）

定量的な結果 リアルタイムの分析 ローンチ⽅法の選択

統計⼿法を利⽤ 分析のための時間を短縮 起動を使⽤してトラフィック
のダイヤルアップを⾃動化

42
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Amazon CloudWatch Evidently - 実験のステップ

43

機能の選択

対象者の指定

メトリクスの指定

アラームの指定

実験の開始

実験結果の評価
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Amazon CloudWatch Evidently – 機能の選択
「既存の機能から選択」または 「新機能を追加」
のいずれかを選択します。

既存の機能を使⽤する場合は、その機能を「機能
名」で選択します。
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Amazon CloudWatch Evidently – 対象者の指定
この実験を、そのセグメントに適合するユー
ザーのみに適⽤する場合は、セグメントを選択
します。

「実験のトラフィック分割」では、実験に参
加するトラフィックの割合を指定できます。

各バリエーションのトラフィック⽐率では、各
バリエーションに割り当てるトラフィックの割
合を指定できます。
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Amazon CloudWatch Evidently – メトリクスの指定
実験中のバリエーションを評価するために使⽤
するメトリクスを選択します。
メトリクスのソースでは、CloudWatch RUM 
メトリクスか、カスタムメトリクスを選択しま
す。

「⽬標」では、メトリクスの値が⼤きい⽅が良
いバリエーションである場合、「増加」を選択
し、値が⼩さい⽅が良いバリエーションである
場合、「減少」を選択します。
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Amazon CloudWatch Evidently – アラームの指定(オプション)

実験でアラームを利⽤すると、各バリエーショ
ンとデフォルトのバリエーションの結果の差が
指定したしきい値より⼤きいかどうかをモニ
ターリングできます。

実験でアラームを作成すると、デフォルトのバ
リエーションではないバリエーションごとに 1 
つずつアラームが作成されます。

作成
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Amazon CloudWatch Evidently – 実験の開始
実験を作成すると、作成済みステータスで実験が⽣成
されます。

作成した実験を選択し、実験を開始を⾏うことで、す
ぐに実験を開始できます。

実験は指定した終了⽇時に、分析が停⽌しますが、ト
ラフィックは継続します。
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Amazon CloudWatch Evidently – 実験結果
実験の進⾏中および完了後に、実験の統計結果
を確認できます。

実験結果は、実験の開始から 63 ⽇後まで確認
できます。

各バリエーションに少なくとも 100 個のイベ
ントが発⽣するまで、統計結果は表⽰されませ
ん。

Evidently では、実験の最後に追加のオフライ
ン p 値分析が実⾏されます。

オフライン p 値分析では、実験中に使⽤され
た p 値では統計的有意性が得られない場合に、
統計的有意性を検出できます。

列 説明

イベント数 各バリエーションで記録されたユーザーセッションイベントの数

合計値 これまでのメトリクス値の合計

Average 合計値/これまでのイベント数 (またはこれまでの合計値とイベント数
の⽐率)
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Amazon CloudWatch Evidently – 実験結果（推論タイプ）

統計的有意義性 と ベイズ推論 を使⽤することで、観測
された差が有意であるか、それとも偶然によるものなの
かを知ることができます。

Evidently は次の点を考慮して、観測された差が有意で
あるかどうかを判断します。
• 差はどの程度か
• テストに含まれるサンプル数
• データの配布⽅法
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Amazon CloudWatch Evidently – 実験結果（統計的有意義性）

列 説明
改善（95% CI） 選択したメトリクスについての各バリエーションとデフォルトのバリエーションとの差

の 95% 信頼区間の上限および下限。信頼区間の上限と下限間のギャップが⼩さいほど、
推定値の信頼性が⾼い。

統計的有意性 選択したメトリクスについて、デフォルトのバリエーションと他の各バリエーションと
の差の⽐較。デフォルトとバリエーションの間に観測された差がランダム性によるもの
ではないことがどの程度確実かを測定する。

結果 起動決定を⽀援するため、頻度分析に基づいて以下の結果の推奨を⾏います。
1. 決定的ではない（統計的有意性が 95% 未満）
2. より良い (デフォルトよりも良い) 
3. より悪い (デフォルトよりも悪い) 
4. ベストパフォーマンス

Evidently は逐次テストを使⽤するため、頻度論的統計の⼀般的な落とし⽳であるピーキングの問題を回避
することができます。そのため、結果に既に有意な意味がある場合は、予定時間前に実験を中⽌することが
できるため、実験にかかるコストの⼀部を削減することができます。結果ページには次の情報が表⽰されま
す。
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Amazon CloudWatch Evidently – 実験結果（ベイズ推論）

列 説明
増加確率 テスト済みのバリエーションにおけるメトリクスの平均が、デフォルトのバリエーショ

ンの平均よりも少なくとも 3% ⼤きい確率

減少確率 テスト済みのバリエーションにおけるメトリクスの平均が、デフォルトのバリエーショ
ンの平均よりも少なくとも 3% ⼩さい確率

変化がない確率 テスト済みのバリエーションにおけるメトリクスの平均が、デフォルトのバリエーショ
ンの平均の ±3% 以内にある確率

結果 ローンチ決定を⽀援するため、ベイズ分析に基づいて、以下の結果の推奨を⾏います。
条件を満たさない場合、結果は表⽰されません。
1. より良い (デフォルトよりも良い) 
2. より悪い (デフォルトよりも悪い) 

ベイズ推論では、テスト済みのバリエーションの平均がデフォルトのバリエーションの平均よりも⼤きいか
⼩さいかの確率を計算することができます。 Evidently は実験終了⽇まで待機してから、ベイズ推論の結果
を計算します。結果ページには次の情報が表⽰されます。
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Amazon CloudWatch Evidently – 起動を作成

実験結果から有益な情報を把握できた場合、有益だった機能についてローンチ（起動）することができます。
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Amazon CloudWatch Evidently の
連携サービス

54
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CloudWatch Evidently と CloudWatch RUM
Amazon CloudWatch RUM は、ウェブアプリケーションのエクスペリエンスの特定、理解、および改善
に役⽴つインサイトを提供するメトリクスの収集をサポートします。
CloudWatch Evidently は このアプリケーションをモニターリングするように RUM をセットアップして
いる場合に使⽤できます。
Amazon CloudWatch RUM についての詳細は Amazon CloudWatch RUM【AWS Black Belt】をご
覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=gdG0bhxgR2w
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CloudWatch Evidently と CloudWatch RUM
CloudWatch Evidently と CloudWatch RUM の連携における注意事項

• RUM アプリケーションモニター をセットアップして、拡張メトリクス、カスタムメトリク
ス、またはその両⽅を CloudWatch Evidently に送信することができます。
• カスタムメトリクス ̶ カスタムメトリクスはユーザーが定義するメトリクスです。カ

スタムメトリクスは、CloudWatch と CloudWatch Evidently の両⽅に送信できます。

• 拡張メトリクス – デフォルト の CloudWatch RUM 拡張メトリクスを CloudWatch 
Evidently に送信し、Evidently で使⽤できます。

• CloudWatch RUM メトリクス を CloudWatch Evidently に連携するためには、 
CloudWatch RUM イベント の sessionId を EvaluateFeature API の entityId パラメー
タ として使⽤する必要があります。
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CloudWatch Evidently で 利⽤可能な RUM メトリクス

イベントタイプ メトリクス名

ウェブバイタル
累積レイアウトシフトイベント
最初の⼊⼒遅延イベント
最⼤のコンテンツフルペイントイベント

パフォーマンス
リソースイベント

Duration
Transfer Size

パフォーマンス
ナビゲーション
イベント

Duration
Unload Event Start
Prompt For Unload
Redirect Start
Redirect Time
Worker Start
Worker Time
Domain Lookup Start
Dns

イベントタイプ メトリクス名

パフォーマンス
ナビゲーション
イベント

Connect Start
Connect
Secure Connection Start
Tls Time
Request Start
Time To First Byte
Response Start
Response Time
Dom Interactive
Dom Processing Time
Dom Content Loaded Event Start
Dom Content Loaded
Load Event Start
Load Event Time

• CloudWatch Evidently で 利⽤可能な デフォルト の CloudWatch RUM 拡張メトリクス
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CloudWatch Evidently で RUM カスタムメトリクスを利⽤
CloudWatch RUM カスタムメトリクスを Evidently に送信するには、コンソールではなく、
AWS API または AWS CLI を使⽤する必要があります。

1. PutRumMetricsDestination API (put-rum-metrics-destination CLI コマンド) で CloudWatch Evidently 
への 送信先(Destination) を作成

2. BatchCreateRumMetricDefinitions API (batch-create-rum-metric-definitions CLI コマンド) で
CloudWatch  Evidently への 送信する カスタムメトリクス を作成

3. PutRumEvents API (recordEvent スクリプト) でカスタムイベントを CloudWatch RUM へ送信

4. CloudWatch Evidently でカスタムメトリクスを指定

https://docs.aws.amazon.com/cloudwatchrum/latest/APIReference/API_PutRumMetricsDestination.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/rum/put-rum-metrics-destination.html
https://docs.aws.amazon.com/cloudwatchrum/latest/APIReference/API_BatchCreateRumMetricDefinitions.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/rum/batch-create-rum-metric-definitions.html
https://docs.aws.amazon.com/cloudwatchrum/latest/APIReference/API_PutRumEvents.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch-RUM-custom-events.html
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CloudWatch Evidently と AWS AppConfig の連携
AppConfig - アプリケーション構成を作成、管理、デプロイ

アプリケーションを実⾏したまま、
アプリケーション構成の変更をデプロイ。
製品の新発表など、タイムリーな展開が必要な
新機能の展開を、機能フラグで実現。
デプロイ戦略を指定でき、少しずつデプロイが可能。

AppConfig についての詳細はこちら。

デプロイ戦略

AWS AppConfig AWS Lambda

新設定

Pull

Pull

59

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/appconfig/latest/userguide/what-is-appconfig.html
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CloudWatch Evidently と AWS AppConfig の主な違い

AWS AppConfig CloudWatch Evidently

ユーザー体験モニタリング
実験(A/Bテスト)の評価

構成の管理
様々な拡張機能の提供
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CloudWatch Evidently と AWS AppConfig の連携
AWS AppConfig を使⽤ (クライアント側の評価) を使⽤すると、都度、EvaluateFeature API を呼び出す
のでなく、ローカルでバリエーションをユーザーセッションに割り当てることができます。
これにより、API コールに伴うレイテンシーと可⽤性のリスクが軽減されます。
より詳しい説明については、Amazon CloudWatch Evidently による Client-Side Evaluation の紹介 をご
覧ください。

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/introducing-client-side-evaluation-for-amazon-cloudwatch-evidently/
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Amazon CloudWatch Evidently 
の注意事項、料⾦

62
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Amazon CloudWatch Evidently の注意事項と制限事項

• 利⽤可能リージョン（2023/11⽉時点）
• ⽶国東部 (バージニア北部)
• ⽶国東部 (オハイオ)
• ⽶国⻄部 (オレゴン)
• 欧州 (フランクフルト)
• 欧州 (ストックホルム)
• 欧州 (アイルランド)
• アジアパシフィック (東京)
• アジアパシフィック (シンガポール)
• アジアパシフィック (シドニー)

63

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch-Evidently.html

⼤阪リージョンは未対応
（2023/11⽉時点）

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch-Evidently.html
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Amazon CloudWatch Evidently の注意事項と制限事項

64

クォータ デフォルトのクォータ 引き上げリクエスト可能か

プロジェクト数 リージョンごと、アカウントごとに 50 Yes

セグメント数 リージョンごと、アカウントごとに 500 Yes

プロジェクトごとのクォータ

• 機能は合計 100
• 起動は合計 500
• 実⾏する起動は 50
• 実験は 合計 500
• 実⾏する実験は 50

Yes

API クォータ
(リージョンごとのすべての
クォータ)

• PutProjectEvents: 
• ⽶国東部 (バージニア北部)、⽶国⻄部 (オレゴン)、欧州 (アイル

ランド) では 1000 TPS (1 秒あたりのトランザクション件数) 
• その他すべてのリージョンでは 200 TPS 

• EvaluateFeature: 
• ⽶国東部 (バージニア北部)、⽶国⻄部 (オレゴン)、欧州 (アイル

ランド) では 1000 TPS
• その他すべてのリージョンでは 200 TPS

• BatchEvaluateFeature: 50 TPS
• Create、Read、Update、Delete (CRUD) の API: CRUD API 全体で 

10 TPS

Yes

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch-Evidently-quotas.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/CloudWatch-Evidently-quotas.html
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サービス名 説明

com.amazonaws.<region>.evidently CloudWatch Evidently コントロールプレーンの
VPCエンドポイント

com.amazonaws.<region>.evidently-dataplane CloudWatch Evidently データプレーンの
VPCエンドポイント

VPC エンドポイント経由でデータを送受信する場合
CloudWatch Evidently は専⽤の VPC エンドポイント (PrivateLink) が⽤意
(VPCエンドポイントポリシーに対応)
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Amazon CloudWatch Evidently の料⾦

Evidently イベント

100,000イベント
あたり 5.00 USD / ⽉

(関連サービス利⽤料)

Amazon CloudWatch Evidently 料⾦

+

CloudWatch 
(Metrics/Alarm/…)

+
Cognito

+
AppConfig

+

2023年11⽉時点での利⽤料⾦(全リージョン同⼀)

…

Evidently イベント は、クリックやページ
ビューなどのユーザーアクションから発⽣
する データイベント と、ユーザーに提供
する機能のバリエーションを決定する 割り
当てイベント があります。

クライアントから送信されるイベント数に基づく従量課⾦

https://aws.amazon.com/jp/cloudwatch/pricing/

+

Evidently 分析ユニット

100 万分析ユニット
あたり 7.50 USD / ⽉

Evidently 分析ユニット は、Evidently で
作成したルールに基づいて、Evidently イ
ベントから⽣成されます。つまり、イベン
トでルールが⼀致した数です。

https://aws.amazon.com/jp/cloudwatch/pricing/
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まとめ

67
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まとめ

Amazon CloudWatch Evidently を使⽤して、新機能のパフォーマンスをモニ
ターリングすることで、新機能を完全にローンチする前に、リスクを軽減し、意
図しない結果を素早く解消することができます。
また、 Amazon CloudWatch Evidently でA/B テストを実⾏すると、統計的⼿
法を⽤いて分析し、どのバリエーションが優れているかについて、明確なレコメ
ンデーションを⼿に⼊れることができます。

68

より詳しく学びたい⽅は、One Observability Workshop もご覧ください。
https://catalog.workshops.aws/observability/ja-JP/aws-native/app-monitoring/evidently

https://catalog.workshops.aws/observability/ja-JP/aws-native/app-monitoring/evidently
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本資料に関するお問い合わせ・ご感想

技術的な内容に関しましては、有料のAWSサポート窓⼝へ
お問い合わせください

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/

料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください（マネジメントコンソールへのログインが必要です）

https://console.aws.amazon.com/support/home#/case/create?issueType=customer-
service

具体的な案件に対する構成相談は、後述する個別相談会をご活⽤ください

69

ご感想はTwitterへ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home
https://console.aws.amazon.com/support/home
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その他コンテンツのご紹介

ウェビナーなど、AWSのイベントスケジュールをご参照いただけます
https://aws.amazon.com/jp/events/

ハンズオンコンテンツ
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/

AWS 個別相談会
AWSのソリューションアーキテクトと直接会話いただけます

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-SP-Weekly-Sales-Consulting-Seminar-2021-reg-event.html

70

https://aws.amazon.com/jp/events/
https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/
https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-SP-Weekly-Sales-Consulting-Seminar-2021-reg-event.html
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Thank you!
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